4. 「原発性小児肝癌の1例」(第478回千葉医学会例会,第一外科教室談話会) by 増田,豁
1970J，127，._1 8，46〔千葉医会誌 
第 478回千葉医学会例会
第一外科教室談話会
期日昭和43年 12月 15日(日)午前 1時
会場千葉大学医学部附属病院第 2講堂 
1. 胃粘膜下腫療の例
更科広実(ー外)
症例は 63才の男性で，主訴は食後の不快感であった。
昭和 43年7月，集団検診にて胃の変形を指摘され，某
医にて精査の結果胃内隆起性病変と診断され，当科を紹
介された。入院時所見では，心構部やや右側に腫癌様抵
抗を触れた。家族歴，既往歴には特記すべきことなし。
胃液検査にて，潜血反応陽性で高酸を示した。 X線では
胃前庭部大智側に円形の陰影欠損がみられ，ファイパー
スコープにて，同部に円形の腫癖が認められた。表面に
出血，潰蕩などは認められなかった。細胞診ではパパニ
コロ分類 class IIであり， 臨床診断を粘膜下腫療と下
し，開腹術により良性腫療の所見を得たので，媛膜側よ
り胃内腔を開くことなく，腫癌摘出術を施行した。腫癌
は 15mmX 13 mmx 1mmで，割面は灰白色実質性で
あった。組織診断では平滑筋腫と診断された。
以上，胃粘膜下腫蕩の l例を報告し，若干の文献的考
察を加えた。 
2. 胃・宣揚・子宮重複癌の 1例
宮司勝(ー外) 
54才の女性で， 40年 6月子宮頚癌(第 2期)で子宮全
劇術をうけ，病理組織は重層扇平上皮癌であった。 43年 
2月下血，腰痛を認め，直腸癌と診断され当科入院， 4月
直腸切断術を行ない，組織は乳頭状腺癌であった。 43年 
9月より鴨下困難， 日直吐が続き， 噴門癌の診断で再入
院， X線所見で食道の拡張および噴門部に陰影欠損，狭
窄を認めた。 1月 1日開腹したが，噴門部から胃底部に
かけて手拳大の硬い腫癌があり，勝尾部への浸潤高度で
切除不能のため胃凄造設術を行ない現在なお入院中。
本症例では，子宮頚癌と直腸癌は病理組織像を異にし
ているので重複癌といいうる。噴門部腫癌の組織は得ら
れなかったので，転移を否定はできないが，種々の観点
から同部にも独立した別の癌のある可能性も強く，本症
例は三重複癌であることも考えられる。
以上，重複癌の I例を報告し，統計的観察を中心に若
干の文献的考察を加えた。 
3. 原発性空腸癌の I例
足立倫康(ー外)
最近当科において空腸癌の 1例を経験した。患者は 56
才の男子，主訴は上腹部痛， 昭和 43年3月および5月
に泊痛様上腹部痛生じ，約 21の緑色の幅吐，胃内残留感
有り，某医より慢性胃炎と診断薬物療法を受ける。当時
便潜血反応は陰性。その後時々上腹部痛あり，体重減少
著しく当院二内受診， レ線透視にて小腸上部の膨満およ
び空腸狭窄にて当科転科，軽度の貧血と上腹部に軽い圧
痛，便潜血反応強陽性のほかは特に所見なし。 1月手術
施行， トライツ靭帯より約 50cmの所に輪状に 5mm
幅で白色癒痕状に見える狭窄の部分あり，口側は膨隆し
腸壁は肥厚，紅門側はほぼ正常。腸間膜に示指尖端大の
白色，硬いリンパ腺2個あり，手術診断腸結核の疑いの
'もとに一部リンパ腺を残して切除，端々吻合す。病理診
断は腺癌， リンパ腺標本で、は転移なし，手術後経過は良
好で，現在抗癌剤使用中である。 
4. r原発性小児肝癌の 1例j
増田諮(ー外)
症例:生後4ヵ月の男子。分娩時異常なし。特に愁訴
なく腹部腫癌を指摘され来院。右季肋部および左季肋部
中央より腐上 2横指に至る弾性硬，表面平滑，左右に移
動性ある，肝に移行する腫癌を触診できた。 X線，肝シ
ンチグラムの結果肝腫療と診断，直ちに開腹。腫療は左
葉にあって表面凹凸あり，全体として脆弱性・結節を所
々に認む。左葉の一部を残して，腫蕩易リ出術施行，術後
経過順調で 3週間で退院。組織学的には，原発性肝癌で
あった。しかし 6ヵ月後再発，再開腹。左葉の一部を残
した所より再発した所見を呈す。左葉切除術施行。術後 
3カ月の今日，体重の平均的増加の低下以外特に異常を
認めていない。本症例の再発手術例はまれであるので，
若干の文献的考察を加えて報告する。
